










































要約:母子保健事業は社会変動の特性を踏まえた問題を明らかにしつつ、科学技術の進歩に

叶ったシステムの発展に期待が寄せられている。母子保健事業を巡る国民の意識や生活の

多様な変化の中で、どのような基本的考え方と施策がより効率的な母子保健サービスを可

能とし発展させ得るかを研究の機軸とし、母子保健事業、行政、体系的評価及び効率的シ

ステム開発方策の検討を通じ母子保健事業発展に必要な基本構想ガイドライン策定の基礎

資料を得ることを研究目的とした。 

高齢化社会は母子保健事業に新たな課題を提供し、住民に直結する施策の展開が求められ

た。このため保健サービス研究の体系を踏まえ母子保健事業の背景構造、人事およびサー

ビス質の管理システムを検討し効率化研究の基本概念を明らかにした。さらに、効率的な

社会資源の活用と方向性について住民要請情報、技術、人材開発、法制度等に関する実証

的研究を深めた。 


